
横 浜 市 立 洋 光 台 第 二 中 学 校 平成２０年３月１１日

よ う こ う
Ｎ ０ 。１３

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/yokodai2/

卒業式 式辞 平成２０年３月１１日

校長 武田 昭夫

ただ今、卒業生の一人ひとりの皆さんに卒業証書を授与いたしました。お子
様の立派に成長された姿をご覧になって、保護者のみなさまのお喜びはいかば
かりでありましょうか。学校を代表いたしまして心よりお祝い申し上げます。
また、本日、このよき日に当たり、ご多忙中にもかかわらず、教育委員会よ

り健康教育課 課長伊東裕子様、洋光台第二小学校の伊藤校長先生、洋光台第
四小学校の坂間校長先生、町内会長様、自治会長様、地域のご来賓の皆さま、
本校のＰＴＡの役員の皆さまのご臨席を賜り、第３２回卒業証書授与式を挙行
できますことを、心より感謝申し上げます。
さて、卒業生の皆さん、『ご卒業おめでとうございます』。今、手にした卒業

証書は、一枚の書面にすぎませんけれども、この一枚の卒業証書には、皆さん
の三年間の中学校での思い出がたっぷりつまっているのではないでしょうか。
そして、だれよりも、皆さんのもっと身近で、喜びも悲しみも共にし、影にな
り、日なたになって、支え、見守ってこられた保護者の皆様おめでとうござい
ます。心よりお祝い申し上げます。
さて、皆さんが、２００５年４月、この洋光台第二中学校に、どきどきしな

がらの入学式。勉強にスポ－ツに頑張り、体育祭、文化祭、また、猿ヶ京の自
然教室、奈良・京都の修学旅行など、様々な経験を積み、友情を深め、心も体
も一段と大きく成長してきたこの３年間でありました。そして、私自身も、一
緒に、この洋光台第二中学校に赴任し、今日まで
の３年間、思い出深いものが有ります。
この３年間、日本でも、様々な出来事がありま

した。
２００５年３月、愛知万博が開催されました。

トリノの冬季オリンピックでは、荒川静香選手の
金メダル、イナバウワ－が有名になりました。ア
メリカの大リ－グにおいては、日本人の活躍は、
多くの人々に感動と夢を与えてくれると思いま
す。
本校では、１年生の時、３０周年記念行事の年

でもありました。皆さんは、周年行事という記念
すべき年に在籍することができました。
また、皆さんが、生まれた平成４年に、アメリ

カフロリダ州ケネデイ－宇宙センタ－から毛利
衛（まもる）さんが乗り込んだスペ－スシャトルが打ち上げられ、宇宙飛行士
になりました。また、スペインのバルセロナ、オリンピックで岩崎恭子さん、
１４才が、水泳平泳ぎで金メダルを取った年でもありました。
そのような時期に生まれ育った皆さんは、この洋光台第二中学校で本当に立

派に成長を遂げてくれました。皆さんの３年間の活躍は、先生方や在校生だけ
でなく、多くの地域の方々の喜びであり誇りでもありました。若者が夢に向か
って羽ばたく姿は、回りの人にも感動と喜びを与えてくれているのです。皆さ



んは、どんな夢を持っているのでしょうか。小学校あるいは幼稚園の頃からの
夢の実現に向かっている人もいるかもしれません。あるいは、中学校での出来
事の中で新たな夢を見出だした人もいるかもしれません。
しかし、これからの人生においても、平坦な道ばかりではありません。日常

生活の中でも、常に平和で、喜びに満たされている訳ではないのです。今まで
も、いろいろな壁があったと思います。
例えば、親が、ちっとも自分を理解してくれないと思ったり、友達に傷つけ

られたり、勉強が思うようにのびなかったり、イライラし、回りのみんなが敵
におもえたりすることがあったかもしれません。しかし、今までの、そんな時
にも、壁をのり越えて、今日ここまでやってきました。これからも、小学校で、
中学校で、友達と多くの経験を積んできた皆さんは、どんな壁にぶつかろうと
も、必ずや、乗り越えていく知恵と力を身に付けてきたはずです。皆さんを支
えてくれる友達や先生も回りにきっといるはずです。自分を信じましょう。自
分を信じることが、人を信じる道につながるのです。
卒業に当たって、次のような言葉があります。

夢のあるものは希望がある
希望のあるものは計画がある
計画のあるものは行動がある
行動のあるものは実績がある
実績のあるものは反省がある
反省のあるものは進歩がある
進歩のあるものは夢がある

夢の実現に向けて努力すれば、必ず、道
は開けます。一人ひとりの人生も一人ひと
りの道も違いますが、一人ひとりの皆さん
の可能性は無限です。大きな夢と希望をも
って羽ばたいてください。あと、１８年後
に洋光台第二中学校の創立５０周年があり
ます。皆さんは、その時、３３才、働き盛
りの年代です。この時、クラス会や同窓会
を開いて、タイムカプセルを開けてほしい
と思います。皆さんの元気な顔を見せてく
れることを、担任、１組宇津先生・２組池
田先生・３組三尾先生・４組清澤先生・そ

して、沢登先生・梶ヶ谷先生・大島先生・養護の川口先生、みんな待っていま
す。
卒業生の保護者の皆さま、本日はお子様のご卒業、心よりお祝い申し上げま

す。入学以来、３年間、お預かりいたしましたが、今日、中学校を巣立ちます。
しかし、まだまだ、これからも、保護者の皆さまの支援を必要としております。
どうか、温かく時には厳しく見守っていただきたいと思います。また、これま
で、本校にお寄せいただきましたご厚情に感謝し、高いところからではござい
ますが、教職員を代表いたしまして、心よりお礼申し上げます。誠にありがと
うございました。
卒業生の皆さん、２１世紀を担う若者として、自分を信じ、輝かしい未来を

目指し、「明るく楽しく元気よく」前進してください。努力すれば必ず道は開
けます。この３年間私も皆さんと一緒に過ごす事ができて良かったです。これ
からの皆さんの健康とご多幸と益々の発展を心より祈念し、校長のことばとい
たします。


